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マランツのステレオインテグレーテッドアンプをお買い上げいただを、ありがとうございます。 

ご使用の前に、この取扱説明書をお読みいただを、正しくお使いください。 

お読みになつたあとは、「保証書」とともに大切に巧をしてください。 

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、ご不審 
な箇所などありましたら、お早めにお買い上げ店、当社お客様ご相談センター、または最寄りの当 
社営業所/サービスセンターにお問い合わせください。 

I 付属品のお認 

ご使巧の前に下記の付属□ちがぞ"ろっていることを確認してください。 
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( S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止）が描かれ 
ています。 

♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電源プラグを コンセント か 
ら巧く）が描かれています。 

A 記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場合は指をはさまれないようにま 
意)が描かれています。 


安を上のごミ主意 


ご使用の前に、この「を全上のごま意」をよくも'読みになり、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。 

絵表のについて 

この「を全上のごま意」は、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵ま示をしています。内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

'\ 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 
t または重傷を負う可能性が想定される内容を示して 
います。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷 
害を負う可能せが想定される内容および物的損害のみ 
の発生が想定される内容を示しています。 

V _ ) 
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電源プラグをコン 
セントから抜く 
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♦万一、煙が化ている、変なにおいや音がずるなどの異常状態のまま使 
用すると义楽-感電の原因となります。すぐに機器本体の電源スイ、ソ 
チを切り、必ず電源プラグをコンセントからあいてください。煙が化 
なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 

♦万一、内部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントからあいて販売店じご速總ください。 
そのまま使用ずると义楽-感電の原因となりまず。 

♦万一、機器の内部に異物が入った場合は、まず機器本体の電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコンセントか6抜いて販売店にご速絡くださ 
し、そのまま使巧ずると义楽-感電の原因となりまず。 


♦ 電源コードが傷んだら(忍髓の露化、断織など）販売店に交換をご依頼 
くた‘さい。そのまま使用すると义楽-感電の原因となりまず。 

♦ 製品(こ同個している電源コードのみ使用してください。製品に同個し 
ていない電源コードを使用しないでください。 

♦ この機器を設置ずる場含は、壁か6 20 cm 上の間隔をおいてくださ 
し、また、放熱をよくするために、化の機器との間はかし離して置い 
てください。ラックなどじ入れる時は、機器の天面から 20 cm 上、 
背面から1日 cmJ ： i 上のずきまをあけてください。内部に熱がこもり义 
楽の原因となりまず。 


03 ^ ♦万-、この機器を落したり、キャビネットを破損した齡は、觸器本 

巧 体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店 
にご連絡ください。そのまま使用ずると义災-感電の原因となりまず。 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


(§) 

水場での使用禁止 


♦ 風呂場节窓ぎわで雨などがかかるおそれのある巧等の水滴がかかる場 
戸斤では使用しないでください。义楽-感電の原因となります。 



♦ 乾電弛は、充電しないでください。電池の破裂、液もれにより、义災、 
けがの原因となりまず。 

♦ 表示された電源電圧(交流10日ボルト）た i 外の電圧で使用しないでく 
ださい。义災-感電の原因となりまず。 

♦ この機器を使用できるのは日本国内のみでず。電源周波数は日 OHz 地 
域または目 OHz 地域でご使用できまず。船舶などの直流 ( DC ) 電源に 
は接続しないでください。义災の原因となります。 

♦ この機器の開□部をふきがないでください。開□部をふさぐと内部に 
熱がこわり、义災の原因となります。この機器には、内部の温度上昇 
を防ぐため、ケースの上部や底部などじ開□部があけてありまず。次 
のような使い方はしないでください。 

-この機器をあお向けや横倒し、逆さまじする。 

-この機器を押し入れ、専用のラック W 外の本箱など風通しの悪い薇 
い巧に押し込む。 

-テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用す 
る 0 
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♦ この機器の上(ころうそく等のがが発生しているものを置かないで < だ 
さい。义楽の原因にな y まず。 

♦ この機器の開□部などから内部に金属類节燃え作ずいものなどを差し 
込んだり、落し化んだりしないでください。义楽-感電の原因となり 
まず。特にお子様のいるご家庭ではごま意くだきい。 

♦ この磯器の上に巧びん、植木鉢、コップ、化船品、薬品や水などの入っ 
た容器やルさな金属物を置かないでください。こ[すれたり、中に入っ 
た塌合义絮-感電の原因となります。 

♦ エアコンの下に置かないでください。エアコンから水滴が滴下した場 
含、汚損-ち如章-义災-感電の原因となります。 

♦ 電源コードの上に重いものをのせたり、コードが本機の下敷にならな 
いようにしてください。コードに傷がついて、义雖■感電の原因とな 
りまず。コードの上を敷物などで覆うことじより、それ(こ気付かず、 
重い物をのせてしまうことがあります。 

♦電源コードを傷つけたり、化工したり、無理に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、力□熱したりしないでください。コードが破損して、义 
榮-感電の原因となります。 


接納禁止 


♦雷が鳴り化したら、電源プラグじは触れないでください。感電の原因 
となりまず。 



かお禁止 


♦ この機器に水が入ったり、俯6さないようじごま意ください。义烫- 
感電の原因となりまず。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 
ま意くたさい 0 


♦ この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。 
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内部の点お- 
整備-修理は販売店じご依頼<ださい。 

♦ この機器を改造しないでください。义が-感電の原因となります。 
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♦ オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取撒説明書をよく読 
み、電源を切り、説明に従って接続してください。また、接続は指を 
のコードを使用してください。指を W 外のコードを使用したり、コー 
ドを延長したりすると発熱しやけどの原因となることがあります。 

♦電源を入れる前には、音量(ボリューム）を最ルにしてくだきい。突然 
大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあります。また、テ 
レビ等の音声を本機のスピーカーを使ってお楽しみじなる前にも、音 
量(ボリューム）を最ルじしてください。 

♦ 電池をリモコン内に挿入ずる場合、極性表示プラス十とマイナスーの 
向きにま意し、表示通りに入れてください。間違えると電池の破裂、 
液もれにより、义災、けがや周囲を汚損ずる原因となることがありま 
ず。 

♦ 電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがありますので、指定 W 
外の電池は使用しないでください。また、新しい電池と古い電池を混 
ぜたり、種類の違う電池を混ぜたりして使用しないでください。電池 
の破裂、液もれにより、义雖-けがや周囲を汚損ずる原因となること 
がありまず。 

♦ ご不要になった電池を廃棄ずる場合は、テープなどで絶禱し、各地の 
地方自治団体の指示煤例）に従って义気のない場所に処分してくださ 
い。 


電源プラグをコン 
セントから抜く 


0 


♦ 電池はお子様や幼招の手の届かない場所に保管してください。誤って 
飲み込んでしまった塌合は、ただちに医師の診断を受けて下さい。 


♦ 電源のスイ、ソチを切っても電源からは完全に適断されていません。 
万一の事故防止のため、本製品)を電源コンセントのおくに置き、ずぐ 
に電源コンセントからプラグを抜けるようにしてご使用ください。 

♦ 旅行などで長期間、この機器をご使用にならない時は安全のため必ず 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

♦ お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行って 
くだきい。 

♦移動させる場含は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜から抜き、機器間の接続コードなど外部の接続コードを外してから 
巧ってください。コードが傷つき、乂榮■感電の原因となることがあ 
ります。 


♦ 調理台や力日湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かない 
でください。义楽-感電の原因となることがありまず。 

♦ ぐらついた台の上や傾いた巧など不安定な攝所や振動のある巧に置か 
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ 
りまず。 

♦ この機器または電池が入ったリモコンを次のような異常に温度が高く 
なる±易所に放置しないで<ださい。キャビネットや部品に悪い影響を 
ちえ、义災の原因となることがありまず。 

-直射日光が当たる場所 

-窓を閉めきった自動車の中 

-义や暖房器具なと m を発生する機器のおく 

♦ 湿気やほこりの多い場所に置かないでください。义楽-感電の原因と 
なることがあります。 


















A 

ミ主意 


0 



♦ この機器の上に重いものや外枠からはみ出るような大きなものを置か 
ないでください。パランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原 
因となることがありまず。 

♦ 電源コードを熱器具におづけないでください。コードの被ふくが溶け 
て、义楽■感電の原因となることがあります。 

♦電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コー 
ドが傷つき、义楽-感電の原因となることがあります。必ずプラグを 
持っておいてください。 

♦電池は、金属性のボールペン、ネックレス、コイン、ヘアーピンなど 
と一緒に携帯、保管しないでください。電池のプラス十端子とマイナ 
スー端子の間がショートし、電池の破裂、巧われじより、义楽、けが 
の原因となることがありまず。 

♦電弛は、力□熱したり、分解したり、义や水の中に入れないでください。 
電池の破裂、液もれじより、义災、けがの原因となることがあります。 

♦ 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、 
义絮の原因となることがありまず。 


♦ この機器の上に物を置かないでください。この機器の上(こは通気孔が 
ありまず。通気孔をふさぐと中[こ熱がこもり、义烫の原因となること 
があります。 

♦ この機器の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しない 
でください。倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。 

♦ この機器に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様 
にはごミ主意ください。倒れたり、こわしたりして、けがの原因となる 
ことがありまず。 

♦日年に一度く6いは機器内部の掃除を販売店などじご相識ください。 
機器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと义災や故 
障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に 
巧うと、より効果的でず。なお、掃除費用については販売店などにご 
相談ください。 

♦ 長期間使巧しない時は、電池をリモコンから取り化しておいてくださ 
し、電池から液がもれて义楽、けが、周囲を汚損する原因となること 
がありまず。電池が液もれしている場合は、ただちに電池を処分して 
ください。この際、液が皮膚やを服(こ付着すると义傷するおぞれがあ 
りますので、取扱いじは十分ご注意ください。誤って液が付着してし 
まった場合は、ただちに水道水で洗浄し医師の診断を受けてください。 
ケース内にが着した液をよく拭き取ってか6新しい電池を人れてくだ 
さい。 



♦ 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因とな 
ることがありまず。 


A m 使用中および使用直後は、操作部、後面接続端す部 ]：> (外の部分は高温 
になっているので手を触れないでください。やけどの恐れがあり、危 
陵です。特に上面が高温ま意マークの周辺は高温じなりまずので絶対 
一日.モ± じ触れないでください。 


AMP 080708 F1 
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!_ 本機の特長 


PM 7003 


1 UM ： 1111ホ 


■ フルディスクリート.電流帰還型 
アンプ 

本機のプリアンプとパワーアンプじはディスクリー 
卜部品で構成されたマランツ独自の電流帰還型回 
路を操用しています。上級機でちった最新の技術 
を取り入れた八イスピードアンプでず。 

■ HDAM - SA 3 テクノロジー 

電琉帰還型プリアンプとパワーアンプの要となる電 
圧/電流変換回路部には，上級機 SC -11 S 1 で晶発 
されたアンプモジュール HDAM - SA 3 と同等の回路 
を搭載していまず。 

■ CD ダイレクト.バッファー.アンプ 

CD 入力端子には端子の直おに CD 専用の入カバ、ソ 
ファーアンプを搭載していまず。このバッファーア 
ンプはディスクリート構成の高をノ \、ソファーアンプ 
で，左ちチャンネルの干巧を巧ぎ信号を巧実にプ 
リアンプじた送しまず。 

■ 瞬時電流供給能力の向上 

スペックが同じアンプでも音質が違うことは一般的 
にかられていまずが，マランツではその原因をス 
ピーカーのドライプ能力の違いにあると考えていま 
す。本機のパワーアンプは瞬間的に25アンペア W 
上の電流を流す能力を持っていますので，スピー 
カーを強力にドライブします。 

■シヨート • パワー • ライン • レイア 
クト 

瞬時電流供給能力を向上させるために電源回路 
とパワーアンプの化力段を一体化したショートパ 
ワーラインレイアウトを採用していまず。このレイ 
アウトは大電流ラインを最短で結び.左を対称に 
なるよう配置しています。 


PM 8003 の巧長 


な下は PM 7003に比べ PM 8003がグレード 
アップしている項目です。 

■ フルディスクリート-電流帰還型 
PHONO イコライザー 

MM カートリッジ用フォノイコライザーアンプに 
は.上級機 SC -11 S 1 と同様のコンスタント’カレ 
ント■フィードバック型 PHONO イコライザーを 
搭載しました。 

■ 2重シールド • トロイタルトランス 

電源トランス特有の振動と漏ミ曳磁束のみないトロ 
イダル型電源トランスを搭載しました。特に音質 
にお影響を及ぼす漏巧磁束をかえるため，外周に 
コアリングとショートリングの2重シールドを施し 
ていまず。 


■ 大容量ブ□ック電解コンデンサ 

パワーアンプ用電源回路には18000ぃ F の大容量 
コンデンサを搭載し，プリアンプ用電源回路には 
47001 iF のコンデンサを f き載しています。 

■高性能ボ U ューム 
■高音質コンデジヴ 
■ ダブルレイヤードシャーシ 
■ 高級スピーカー端子 


各部の名お基本接続 ま本操作 巧用接寒リモコン操作困！'たときは その他 
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画ご ffi 用の前に 

■ 次のよラな場所には置かない 

本機をホホくご使用いただくために、次のような場 
所には置かないでください。 

• 直射日光が当たる戸斤 
• 暖房器具など熱を発生する機器に近い所 
• 湿気の多い所作風通しの悪い所 
• ほこりの多い所 
• 振動のある所 

• ぐらついた台の上や傾斜のある不安定な巧 
• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を巧げる 
戸斤 

放熱のため、本機を下図の通りに壁や化の機器等 
から離して設置してください。 



■ 上に物をのせない 

本機の上に物をのせないで<ださい。還風ををふさ 
ぐと事巧サ巧障の原因じな y ます。 

■ ほ用中-ほ用直をに上面などの高活 
部には触れない 

使用中と使用直後は，操作部> 後面あ続端子部 W 
外は高温になっているので手をおれないでくださ 
い。やけどのおそれがあり危険でず。特に上面な 
どの高温部には池れないでください。 

■ ごほ用いただく電源電旺.周波数 

• 電源電圧はぶ流10 0 V をご使用ください。 

• 電源周液数は，胡 Hz 地域または 60 Hz 巧域でご使 
用できます。 



























u モコンのほ用について 


■ リモコンにを電池を入れる 

最初に付属のリモコンをご使用じなる前に、リモコ 
ンに乾電池を入れてください。 

付属の乾電池はリモコンの動作確認用でず。 

1 . 裏ぶたをはずします。 



2 . 電池の©©を正しく入れます。 




乾電池の取りあい方について 

乾電池を誤って使用ずると、液ちれ作破裂、腐食 

などの原因となることがあります。 W 下のミ主意をよ 

く読んでご使用ください。 

• 長期間 （1 ヶ月上）リモコンを使用しないとき 
は、電池を取り化しておいてください。 

• 古い乾電池と新しい乾電池を…縄に使用しない 
でください。 

• 乾電池のプラス©とマイナス©向きを機器の表 
示通り正しく入れてください。 

• 乾電池は同じ形状のものでも電圧の異なるもの 
があります。種類の違う乾電池を混ぜて使用し 
ないでください。 

• 液もれを起こしたときは、ケース内に付いた液を 
よく拭き取ってか6新しい電池を入れてくださ 
い。 

• 不要になった電池を廃棄ずる場合は、各地の地方 
自治団体の指示（条例）じ従って処理してくださ 
い。 


ごほ用の前に 

■ リモコンの使用でをる範囲 


リモコンと本磯の操作巧能範囲は下図のとおりで 
ず。 



使用上のま意 

• リモコンの赤外線受光窓に直射日光やインパー 
ター単光ななどの強い光を当てないでくだきい。 
リモコンが操作できない場合があります。 

• リモコンを操作すると、ホ外線で操作する{也の機 
器を誤動作させることがありますのでごま意く 
ださい。 

• リモコンとリモコンの赤外髓受光窓の間に障害 
物があると操作できません。 

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタン 
が押し続けられた状態じなり、電池が消耗してし 
まうことがあります。 
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I _ 各部の名茄 



① POWER ON / OFF ボタン 

このボタンを押ずと電源が ON し、わう一度押ず 
と電源が OFF しまず。ボタンが ON 状態では付属 
のリモコンで電源を ON/OFF ずることもできまず。 
リモコン使って電源を OFF じしたスタンバイ状態 
では、 POWER ON/OFF ボタンで再投入してもスタ 
ンパイが態になりまずので電源 ON 状態にはなり 
ません。この場合はインプットセレククーつまみを 
◎すかリモコン POWER ON ボタンを押すと電源 
ON 状態になります。 

③ STANDBY インジケーター 

スタンバイ状態でホく点なしまず。スタンパイ中は 
リモコンの POWER ON ボタンで電源を ON ずる 
ことができます。アンプの保護回路が動作した場 
合はこのインジケーターが点ミ減します。 


③ INPUT SELECTOR つまみ 

再生/録音する入カソースを選択ずるつまみでず。 
選択した入カソースはファンクションインジケー 
クーに表示されまず。選択された入カソースは電 
源を OFF したあとも記1意され電源再投入時も同じ 
ソースが選択されまず。 

® フアンクシヨンインジケーター 

インプットセレクターつまみで選択した入カソース 
を表示するインジケークーです。 

感 MUTE インジケーター 

リモコンの MUTE ボタンを押すとミューティング 
機能が働き音量を下げまず。ちう一度 MUTE ボタ 
ンを押ずと解除します。また、ミューティング中 
にリモコンの VOLUME 十/ーボタンを押しても 
ミューティング機能は解除しまず。 

アンプの保護回路が動作した場含は約1日秒間イン 
ジケークーが点獅しミュート機能が働きまず。この 
インジケーターが点減中は自動的にボリュームつ 
まみが回り音量が下がります。 



り遭続 リモコン操：ィ 


たときは 


6 


⑥ POWER AMP DIRECT ボタン 

本機の背面にはパワーアンプダイレクト入力端子 
を装備していまず。このボタンを 3 秒(上押ずと 
ポタン周囲のインジケーターが点のし本機はパワー 
アンプとして動作します。 

このとき， VOLUME つまみを回しても音量を変え 
ることはできません。 

パワーアンプダイレクトモードを解除ずる場合は， 
ちう一をこのボタンを 3 秒た(上押してください。 

⑦ SOURCE DIRECT ボタン 

このボタンを押すとボタン周囲のインジケーターが 
点のしバランスとトーンコント□-ル回路をバイパ 
スして信号が伝をされますので，より良い音を楽 
しむことができまず。このボタンが ON のときは 
BALANCE . BASS . TREBLE つまみでの調整はでき 
ません。もう一をポタンを押すと解除されます。 

⑧ VOLUME つまみ 

つまみを時計回りじ回ずと音量が大き<なり，反 
時計回りに回すと音量がルさ<なりまず。付属の 
リモコンで音量を調整することもできます。アンプ 
の保護回路が動作した場合は > 約 15 秒間自動的に 
ボリュームつまみが回り音量が下げります。 

⑨ ホか線受巧窓 

付属のリモコンからちられるコント□ール信号を受 
光;ずる窓でず。リモコン上部をこの窓に向けてさ信 
して < ださい。 

⑩ BALANCE つまみ 

L (左） ， R (ち）チヤンネルどち6か一ちの音量バラン 
スを調節する場合に使用するつまみでず。バランス 
つまみがどちらか一方に回し切られていると，反巧 
側のチヤンネルか6は音が化ません。 

SOURCE D 旧 ECT ポタンが ON の状態では調整で 
きませんのでごを意< ださい。 


⑩ I ンコント ロールつ まみ 
( BASS / TREBLE ) 

低;音旧 ASS) と高音 (TREBLE) の音質を調整ずる 
つまみで，それぞれのつまみを時計回 y じ回す 
と強め6れ，反時計回りじ回ずと弱め6れまず。 
SOURCE D 旧 ECT ボタンが ON の状態では調整で 
きませんのでごを意<ださい。 

⑩ SPEAKERS つまみ 

背面の SPEAKER SYSTEMS A および B 端子に接 
統されているスピーカーを還択するつまみでず。 
へ、ソ ドホンをお使いになるときはスピーカー出力を 
OFF じしてください。 

© HEADPHONES ジャック 

ステレオ標準プラグのへッドホンを接綺する 
ジャックでず。ヘッドホンをご使用になる時は 
SPEAKERS つまみを OFF じしてお使いください。 










































モ 3 ン 


- 



このリモコンは本機とホ外線受光窓の付いている 
マランツ製スーパーオーディオ CD プレーヤーや 
DVD プレーヤー及びチューナー、テープデッキな 
どをコント□ールずることができまず。リモコン操 
作によりコント□ールできる内容が異なる塌合もあ 
りまずので、組み含わせる機器の取扱説明書も参 
照してください。 

の電源 ON / OFF ボタン 
POWER ON ボタン 

本磯がスクンバイが態のとき電源がオンします。 

POWER OFF ボタン 

本機が電源オンが態のとき電源スタンパイが態に 
なリます。 

SOURCE POWER ボタン 

電源スタンバイ機能があるマランツ製品の電源才 
ンとスタンバイの切換えをずることができます。回 
の入力切換ボタンを巧した後にこのボタンを押す 
と、ボクンに対応したマランツ製品の電源がオンま 
たはスタンパイに切り換わります。 

AMP ボクンに続けてこのボタンを押すと、本磯の 
電源がオンまたはスタンバイに切り換わります。 

《リモコンの操作では本機の電源を完全にオフず 
ることはできません。 


回入力切換えボタン 

入カソースを選択ずるボタンのグループでず。 

([ごま意 


本機の入カソースとリモコンのボタンの相違 
は下記のとおりです。 


本機 

リモコンボタン 

AUX/DVD 

AUX.DVD 

REC 0 RDER 2 

TAPE'MD 


本機の入カソースが1種類に巧して、 リモコン 
モードは2種類となります。 

接続した マランツ 製の ソース 機器を リモコン 
操作する際、 リモコンを 接続した ソースのモー 
ドにして、操作を行なってください。 

INPUT ▲ボタン 

入カ ソースを 順送りずるボタンでず。 

本体のファンクシヨンインジケーターじ表示される 
入カ ソースを ちに送ります。 

INPUT ▼ボタン 

入カソースを逆送りするボタンでず。 

本体のファンクシヨンインジケーターに表示される 
入カ ソースを 左に送ります。 

回ボリユーム調整ボタン 
MUTE ボタン 

ワンタッチで音量を嵌りミュート状態じするボタン 
です。电ラーちボタンを押すとミュート解除しま 
す。 

また、5ュート中じ VOLUME +またはーボタンを 
巧してもミュート锅除します。 

VOLUME + ボタン 

音量を大き<するボタンでず。 


团 SOURCE DIRECT ボタン 

ソースダイレクトモードの ON / OFF を切り替え 
るボタンです。 

回プレーヤーなどを操作するボタン 

マランツ製 CD プレーヤーや DVD プレーヤーなど 
を操作するボタンです。詳し<は，14ページを参照 
してください。 


VOLUME - ボタン 

音量をルさくするボタンでず。 


を部のを祝 
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る部の名称 


背面 


PM 8003 



〇 PHONO 入力端子 

アナ□グレコードプレーヤーに接続する端すでず。 
MM 力ートリツジが使用できまず。 

〇 PHONO GND 端モ 

レコードプレーヤーからのアース線を接続してくだ 
さい。 

〇 PRE OUT 端子 

化のメインアンプサアクティブサブウー八一の入力 
端子にあ続ずる端子でず。パワーアンプダイレクト 
モードでは使用できません。 

〇 POWER AMP DIRECT IN 端子 

パワーアンプダイレクトモードで本機をパワーアン 
プとして使用ずる場合の入力端子でず。他のプリ 
アンプをお持ちの場合はこの端すじ接続して<ださ 
い。このとき、ボリュームつまみを回しても音量 
を変えることはできません。 


0 SPEAKER 出力端子 

SYSTEM - A と SYSTEM - B の2系統のスピーカーシ 
ステムを巧続することができまず。フ□ントパネル 
の SPEAKERS つまみでスピーカー化力を ON/OFF 
することができまず。 

0 AC INLET 

付属の電源コードで電源コンセントに接続してくだ 
さい。 

〇 AC OUTLET 

他の機器の電源プラグをあ続することができまず。 
この電ミ原コンセントは本機の電源スイッチとは連動 
しません。 

接続できる機器の電力容量は 100 WJU 下です。 
100 W を超える機器を接続ずると内部のヒューズが 
切断し使用できなくなりまず。 


A 警告 

絶が許容電力が上の機器を接続しないでくださ 
い。許容電力が上の機器を接続すると、火災- 
感電の原因となります。 


PM 7003 




〇 REMOTE CONTROL 端子 

マランツ製スーパーオーディオ CD プレーヤーや 
DVD プレー中 一な どリモートコント□ール （ D.BUS 
端す）を持つ觸器と接続する端子で、本磯に付属の 
リモコンを使ってシステムコント□ールすることが 
できまず。 

詳しくは13ページを参照してください。 

0 RECORDER -1 / RECORDER -2 
出力端子 

CD - R , MD デッキ、テープデッキなどの録音人力端 
子とあ続ずる端子です。 


® TUNER 入力端子 

チューナーサ他の音声機器などの出力端子に接続 
する端子でず。 

® CD 入力端子 

スーパーオーディオ CD プレーヤーや CD プレー 
ヤーなどの出力端子じ接続ずる端子でず。 


⑩ RECORDER -1 / RECORDER -2 
入力端子 

CD - R , MD デッキ，テープデッキなどの化力端子に 
接続する端子です。 


の AUX / DVD 入力端子 

DVD プレーヤーや他の音声機器などの化力端すじ 
接続する端子です。 


















































































































































!_ 昼本接続 


才ーデイオ機器との接続 


( ごミ主意 


-全ての接続が完全に終わるまで、本機や他の機器の電源コードを電源コンセントに差し込まないでく 
ださい。 

-接続コードのプラグは確実に接続端子に挿入してください。不完全な接続は、雑音の原因となりま 



LINE IN 端子へ 
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基本接続 


スピーカーシステムとの 接続 


お使いになるスピーカーシステムは W 下の条件を満たしていることが必要です。以下の条件を満たしていな 
い場合じは、アンプの保護回路が動作し正しく再生できません。場合(こよってはアンプやスピーカーシス 
テムが故障する恐れもあります。 

• 1組のスピーカーシステムのみお使いじなる時は、インピーダンスが4のスピーカーシステムをお 
使いください。 

• 2組のスピーカーシステムを同時にお使いになる時は、インピーダンスが8 0 W 上のスピーカーシステム 
をお使いください。 








電源コンセントへ 



• 前面の SPEAKERS つまみを A または A 十 B にしてくださし、 
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—ドの接続 


([ごミ主意 



回路への損害を防止するため、裸のスピー 
カーコード同±を接触したり、本機の金属部 
かに接触させたりしないでください。 



感電の恐れがあるので、電源が ON のときは 
スピーカー端子に触れないでください。 
スピーカー端子への接続は極性を間違えずに 
行ってください。間違えた場合、信号の位相は 
反転し、再生される音楽は不自然になります。 


1. 付属の電源コードを本機の背面の AC INLET 
に差し込んでください。 



スピーカーコー ドの接続について 


• スピーカーコードの被ふくは下図のようじ剥いで 
ください。 





コードの端から 
約 1 cm くらいの巧 
にカッターで切り 
込みをいれます 



コードの端の巧ふく 
をむきとります 


.n — 

芯線をよじります 


2 . 電源プラグをコンセントに差し込んでくださ 
い。 


万一の事故のため、本機から電源コードが外せ 
る配置にしてください。 


• スピーカーコードとの接続 



反時計方向に回 な線を差し 

し、ゆるめます 込みます 


時計方向に回 
してしめます 



• バナナプラグとの接続 



バナナプラグを 
差し込みます 
























































































































!_ 昼本操作 


再生のしかた 


代表的な例として CD プレーヤーでディスク再をおよびアナ□グレコードプレーヤーでレコード再生をする 
手順を説おしまず。接続方まを参照し機器が正し<本機に接続されていることをお認して<ださい。 


■ CD プレーヤーによるディスク再生 

1. CD プレーヤーの POWER ON / OFF ボタンを押 
して電源を入れます。 

2 . 続いて VOLUME つまみ⑧を回して音量を最 
ルにしてから本機の POWER ON/OFF ボタン 
①を押して電源を入れます。電源を入れてか 
ら約8秒後にミューティングが解除し音が出 
る状態になります。 

3 . 本体の INPUT SELE 口 OR つまみ⑤、またはリ 
モコンの入力切替えボタン回で CD を選択し 
ます。 

4 . SPEAKERS SYSTEM A 端子に接続しているス 
ピーカーをお使いになる場合は、 SPEAKERS つ 
まみ⑩を A に設定してください。 

5 . CD プレーヤーにディスクを入れ、 PLAY ボタン 
を押し再生します。 

6. 本体の VOLUME つまみ⑧、またはリモコンの 
VOLUME +/- ボタン图で音量を調整します。 

7 . お好みにより本体の 卜ーンコント □-ルつま 
み⑩を回して低音/高音を調整してくださし、。 

この時本体の SOURCE DIRECT ボタン⑦を 

OFF に設定してくださし、。 


■ アナ□グレコードプレーヤーによる 
レコード再生 

1. 本機の POWER ON/OFF ボタン①を押して電 
源を入れます。電源を入れてから約8秒後に 
ミューティングが解除し音げ出る状態になり 
ます。 

2. 本体の INPUT SELECTOR つまみ③、またはリ 
モコンの入力切替えボタン回で PHONO を 
選択します。不意のアクシデントを防ぐため 
VOLUME つまみ⑥を回して音量を MIN 撮小） 
にしておくことをお勧めします。 

3 . 接続でをる力ートリッジは MM タイプです。 
MC カートリッジをお使いになる場合はステッ 
プアップトランス等をお使いください。 

4 . SPEAKERS SYSTEM A 端子に接続しているス 
ピーカーをお使いになる場合は、 SPEAKERS つ 
まみ®を A に設定してください。 

5 . アナログレコードプレーヤーにレコードを 
セットしてレコードを再生します。 

6. 本体の VOLUME つまみ④、またはリモコンの 
VOLUME +/- ボタン回で音量を調整します。 

7 . お好みにより本体のトーンコントロールつま 
み⑩を回して低音/高音を調整してください。 
この時本体の SOURCE DIRECT ボタン⑦を 
OFF に設定してくださし、。 


る部を称.呈ネ接続 



あ用接続 リモコン操作里った ときは そ(ん A 
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POWER AMP DIRECT IN 端モについて 


プリアンプをお持ちの場合は、図のように接続ずると本機をパワーアンプとして使用できまず。 
本磯のフ□ントパネルの POWER AMP D 旧 ECT ボタンを 3 秒 W 上押して ON にしてください。 
プリアンプの使いちじついては、お使いじなるプリアンプの取扱説明書をご覧ください。 

プリアンプ 


PRE OUT 端子へ 


電源コンセントへ 

前面の SPEAKERS つまみを A に設定 



スピーカー R CH スピーカー LCH 


ごを意 


本磯をパワーアンプとして使用する場合は、プリアンプ部は動作しませんので 、 INPUT SELECTOR . 
VOLUME 、 BASS 、 TREBLE 、 BALANCE 各つまみおよび、 SOURCE DIRECT ボタンは使用できません。 

パワーアンプダイレクトモードを解除する場合は 、 POWER AMP DIRECT ボタンを3秒上押してく 
ださい。 
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PRE OUT 端子の接続 


パワーアンプをお持ちの場合は.図のようじお攝すると，本機をプリアンプとして电使用できます。 
スピーカーシステムの接続に関しては，ご使用じなるパワーアンプの取あ説明書をご覧<ださい。 


バワーアンプ 
















































































































































Line 

output 端子へ 


電源 コンセントへ 



バイワイヤ U ング接続 


バイワイヤリング接続は音質を向上させるテクニックの1つで、スピーカーシステムの低音巧入力端子と 
中高音用入力端子を別々のスピーカーコードでアンプと接続する方法です。 

低音用スピーカー ユニッ トで発生する逆起電力が中高音用スピーカー ユニッ トに及ぼす影響がかなくする 
ことができます。 

バイワイヤリング接続にはバイワイヤリング接続に対応したスピーカーシステムである必要がありますの 
で、スピーカーの取扱説明書でご磕認ください。 

SYSTEM A の端すじは中高音用のスピーカーを接続し、 SYSTEM 目の端す(こは低域用のスピーカーをそれ 
ぞれ接続します。そして、フ□ントパネルじある SPEAKERS つまみを A 十 B の位置に設をしてくださし、 

CD プレーャー 


応用接続 


リモートコントロール端子 


リモートコント□ール端子はマランツ製 CD プレー中一や DVD プレー中一などのリモートコント□ール端 
すを持つ機器と接続する端子で、本機に付属しているリモコンを使ってシステムコント□ールずる時に使 
用する端すです。本機にはマランツ製 CD プレー中一や DVD プレーヤーの基本機能を操作ずることができ 
るシステムリモコンを付属していまず。このリモコンを使って本機と CD プレーヤーをシステムコント □- 
ルする方法を簡単に説明しまず。 

下図のように CD プレーヤーのリモートコント□ール" IN " 端子と本禮のリモートコント□-ル" OUT " 端子を 
接続し、 CD プレーヤーのスイッチを EXTERNAL じ設定してください。 

リモコンを本機のホ外織受光窓に向けて送信すると、本機と CD プレー中一の両方を操作ずることができ 
ます。 


EXTERNAL に設定 
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画 u モコン操作 

■ CD 


CD ボタンを押した場合は、固のボタングループは 
下表のようじ機能します。 CD 人力端すじはマラン 
ツ製 CD プレーヤーを接続しておくと操作ずること 
ができまず。 


ボタンの名称 

機能 


曲の頭出し 

►►1 

曲の頭出し 

■ 

ストップ(停止） 

► 

プレイ（再生） 

II 

ポーズ(一時停止） 

P.SCAN/A.TUNE 

使用できません 

MENU 

使用できません 

▲/TUNE+ 

使用できません 

▼/TUNE- 

使用できません 

◄/PRESET- 

使用できません 

►/PRESET+ 

使用できません 

ENTER 

使用できません 

CAT 

使用できません 

BAND 

使用できません 

0-9 

曲番号の入力 

CLEAR 

使用できません 

MEMO 

使用できません 

D に PLAY 

使用できません 

PTY 

使用できません 

F.DIRECT 

使用できません 

T.MODE 

サウンドモードの選が 


■ TUNER 

TUNER ボタンを押した場合は，回のボタングルー 
プは下表のようじ機能しまず。 TUNER 入力端子に 
はマランツ製チューナーを巧統しておくと操作する 
ことができまず。 


ボタンの名称 

機能 


使用できません 

►►1 

使用できません 

■ 

使用できません 

► 

使用できません 

II 

使用できません 

P.SCAN/A.TUNE 

プリセツトスキャン 

MENU 

使用できません 

▲/TUNE+ 

チューニング（周波数）アップ 

▼/TUNE- 

チューニング（周ぶ数）ダウン 

◄/PRESET- 

プリセット局の選巧 

►/PRESET+ 

プリセット局の選巧 

ENTER 

使用できません 

CAT 

使用できません 

BAND 

バンド切り替え 

0-9 

数値の入力 

CLEAR 

メモリーや乂力内容の';肖去 

MEMO 

プリセット局番号の登録 

DISPLAY 

使用できません 

PTY 

使用できません 

F.DIRECT 

放送局の周波数を直接入力し 
ての選局 

T.MODE 

才ートステレオ/ 

モノラル切り替え 


を部の名称まネ接続 基ネ澡作 応用接続 



困ったときは その他 
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■ DVD 

DVD ボタンを押した場合は，回のボタングループ 
は下表のようじ機能します。 AUX / DVD 入力端子 
にはマランツ製 DVD プレーヤーをあ続しておくと 
操作することができます。 


ボタンの名称 

機能 

1 イイ 

チヤプターの頭出し 

►►1 

チヤプターの頭出し 

■ 

ストップ(停止） 

► 

プレイ（再生） 

II 

ポーズ(一時停止） 

P.SCAN/A.TUNE 

使用できません 

MENU 

メニユー画面を表巧 

▲/TUNE+ 

力ーソルを上に移動 

▼/TUNE- 

力ーソルを下に移動 

◄/PRESET- 

力ーソルを左に移動 

►/PRESET+ 

力ーソルを右に移動 

ENTER 

選が項目のミ央;走 

CAT 

使用できません 

BAND 

使用できません 

0-9 

数値の入力 

CLEAR 

使用できません 

MEMO 

使用できません 

DISPLAY 

再生情報の表示 

PTY 

使用できません 

F.DIRECT 

使用できません 

T.MODE 

使用できません 


■ TAPE 

RECORDER 2 ( TAPE ) ボタンを押した場合は、 
回のボタングループは下表のようじ機能しまず。 
RECORDER 2 ( TAPE ) 端子にはマランツ製テープ 
デッキを接続してお<と操作することができまず。 


ボタンの名称 

機能 

1 イイ 

巻き戻し 

►►1 

早送り 

■ 

ストップ(停止） 

► 

プレイ（再生） 

II 

ポーズ(一時停止） 

P.SCAN/A.TUNE 

使用できません 

MENU 

使用できません 

▲/TUNE+ 

使用できません 

▼/TUNE- 

使用できません 

◄/PRESET- 

使用できません 

►/PRESET+ 

使用できません 

ENTER 

使用できません 

CAT 

使用できません 

BAND 

使用できません 

0-9 

使用できません 

CLEAR 

カウンターのリセット 

MEMO 

使用できません 

DISPLAY 

使用できません 

PTY 

使用できません 

F.DIRECT 

使用できません 

T.MODE 

使用できません 
































































































画困つたとをは _ 

西ったときは下記の項目をチェックしてください。意外な操作ミスで故障と思われていることがありまず。 
下記の項目をチェックしても直らない場合は、おおくの営業所、お客様相談センター、または当社サービ 
スセンクーにご相談ください。 


現象 

原因 

処置 

電源が入らない。 

電源コードが抜けている。 

電源コードの接続を点横してください。 

スクンバイ STANDBY ) 状態になってい 
る。 

本体のインプットセレククーつまみを回 
ずかリモコンの電源 ON ボタンを押して 
ください。 

保護回路が動作している。 

スクンバイインジケーターが点減してい 
る場をは一旦電源を切り、1分]:人 h 待っ 
てからもう一度電源を入れてください。 

電源は乂るがスピーカーから 
音が化ない。 

スピーカーの巧続が不完全である。 

スピーカーの接続を点検してください。 

人カコードの接統が不完全である。 

人カコードの接統を点横してください。 

インプットセレクターつまみの位置が不 
適当である。 

インプットセレクターつまみを正しい位 
置に合わせてください。 

ボリュームつまみが淚ってある。 

ボリュームつまみを調節してください。 

• スピーカーセレク女一つまみが OFF 
になっている。 

• スピーカーセレクターつまみの位置 
が不適当である。 

スピーカーセレクターつまみを接統した 
スピーカー端すの位置に正しく合わせて 
ください。 

POWER AMP D 旧 ECT ボクンの設定が 
間違っている。 

POWER AMP D 旧 ECT ボクンを正しく 
設定してぐださい。 

ミュート機能が動作している。 

ミュートインジケーターが点なしている 
場合はリモコンの MUTE ボクンを巧し 
てミュートを解除してください。 

片側のスピーカーからしか音 
が化ない。 

スピーカーの接続が不完全である。 

スピーカーの接続を点横してください。 

バランスつまみの位置が正しくない。 

バランス調整つまみを正しい位置に合わ 
せてください。 

左ちの音が入れ替わつてい 

左ちのスピーカーまたは左ちの乂カコー 
ドの接続が逆になっている。 

正しく接続しなおしてください。 

レコード演奏中にノイズが出 

レコードプレーヤーからのアース線が外 
れている。 

PHONO GND 端すへの接続を点横して 
ください。 

PHONO 人力端子のお続か不完全であ 
る。 

PHONO 入力端子の接続を点検してくだ 
さい。 

レコードプレーヤーの近くじテレピなど 
があり影響を受けている。 

設置位置を変えてみてください。 

レコード演奏中に音量を上 
げると八ウリング現象を起こ 
す。 

レコードプレーヤーとスピーカーがおす 
ぎる。 

できるだけスピーカーと離して設置して 
ください。 

レコードプレーヤーの台や床が振動しや 
すい。 

レコードプレー中一にインシュレークー 
がない場合は市販のインシュレーターを 
使用してください。 


■ 保護回おについて 

本機にはアンプ回路およびスピーカーシステムを破 
損か5保護する r 保護回路」を搭載していまず。 

保護回路が動作すると直ぐにミューティング機能が 
働きまず。このとき MUTE インジケーターが点減す 
る場合と， POWER 日 N / OFF ボタン上部の STANDBY 
インジケーターが点減ずる場含があります。 


電源巧入時 

電源投入時アンプ回路が安定ずるまでの約8秒間、 
保護回路が働きミューティング状態になりまず。 
その後、アンプの回路げ安をずると保護回路を解 
除し音が化る状態になります。 


過大な電流が流れたとき 

過大な信号が入力されアンプ◎路じ過大な電流が 
流れたときやインピーダンスが4 Q 未満のスピー 
カーシステムを接続して使用したときなど、設走 
W 上の過電流を横化した場合に保護回路が働きま 
ず。誤ってスピーカー コー ドを シヨー トしたときじ 
も保護回路が働きまず。 

このとき MUTE (ミュート）インジケーターが点減 
して自動的にボリュームを下げます。そして約1日 
抄禮じ保護回路は解除しまずので音量を再調整し 
てください。 

また、過大な電流が流れ続けた場合は、アンプ 
の電源を OFF し POWER ON / OFF ボタン上部の 
STANDBY インジケー女一が点滅しまず。 

遇大な超低域の信号が入力されたとき 

設を W 上の過大な超低域信号が入力された場合ち 
保護回路が働きます。このとき MUTE (ミュート） 
インジケークーが点減し自動的にボリュームを下 
げます。そして約1日秒後に保護回路は解除します 
ので音量を再調整してください。また、過大な超 
低域信号の入力が続いた場含作アンプの故障によ 
り直流電圧が模化された場合は、アンプの電源を 
OFF し POWER ON / OFF ホ’タン上客区の STANDBY 
インジケーターが点減しまず。 


メインアンプが加熱したとき 

過大な信号を入力された状態で連続使用した塌含 
などメインアンプ部の温度が設をと_/上の温度にな 
ると保護回路が働きまず。また、天面の通風孔を 
塞いで使用した場合や狭いラックに入れての使用し 
た場合にも設定 W 上の温度じなると保護回路が働 
きまず。このときパネル中央の MUTE (ミュート） 
インジケーターが点滅し自動的にボリュームを下げ 
まず。そして約1日秒後に保護回路は解除しますの 
で音量を再調整してください。 

保護回路が動作してから一を時間内に温度が下が 
らなければ、アンプの電源を日 FF し POWER ON / 
OFF ボクン上部の STANDBY インジケーターが点 
ミ威しまず。 


アンプが故障したとき 

アンプの電源回路に異常を挨化した±嘉合は保護回 
路が働きアンプの電源を自動的に OFF します。ま 
た、内部のヒューズが切れた場合も保護回路が働 
きアンプの電源を OFF します。このとき POWER 
ON / OFF ボタン上部の STANDBY インジケーター 
が点獅します。 

この場合、すぐに電源を抜いて、おおくの営業所、 
お客様相識センター、または当社サービスセンクー 
じご相談ください。 


各部の名称基本接続 基本操作 お用接続リモ n ン操作 I 因 liiiKmi その他 
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仕な-外観マま回 


定:格化力に OHz — 20 kHz 両 ch 同時驅動） 

.70 WX 2 旧 Q 負荷） 

.100 WX 2 (4 Q 負荷） 

全高調汲を率 

<：20 Hz -20 kHz 両 ch 同時馳動、80負荷） 

. 0.0296 

化力帯域幅旧 Q 負荷、 0.0 日 96) ........5 Hz -60 kHz 

周激数特性に D 、1 W 、8 Q 負荷） 

.5 Hz -100 kHz ±3 d 巨 

ダンピングファクター (8 Q 負荷、 20 Hz -20 kHz ) 


. 100 

入力感度/入カインピーダンス 

PHONO ( MM ) .2 mV /47 kQ 

CD 、 LINE 、 TUNER 、 AUX / DVD、RECORDER 

. 200 mV /20 kQ 

MAIN IN .1.6 V /20 kQ 

出力電圧/化カインピーダンス 

PRE OUT .1 .目 V / 6000 

PHONO 最大許容入力 （1 kHz ) 

MM . lOOmV 

RIAA 偏差に日 Hz —20 kHz ) .+0 .日 d 巨 


S / N 比 (IHF A ネットワーク、 1 邮化力、 80 負荷） 
PHONO ( MM ) 

.( PM 700 3) 85 dB (5 mV 入力） 

.( PM 800 3) 87 d 目 (5 mV 入力） 

CD/LINE 

.( PM 700 3) 88 dB (500 mV 入力） 

.( PM 800 3) 90 dB (500 mV 入力） 

POWER AMP DIRECT IN .106 dB 

トーンコント□ール 

BASS (50 Hz ) .±10 dB 

TREBLE (20 kHz ) .±10 dB 

電源電圧 . AC 100 V 、50/60 HZ 

消費電力 

CJ 60065) . 200机 

待機消費電力 .0.3 机 


付属お 

リモつン . 1 

単4乾電池 . 2 

AC 電源コード . 1 

最大外お寸法(本体） 

幅 .440 mm 

高さ ( PM 700 3). 126.8 mm 

( PM 800 3). 129.8 mm 

奧巧き ( PM 700 3).365 mm 

( PM 800 3).379 mm 

質量(本体） （ PM 700 3).10.5 kg 

( PM 800 3).12.0 kg 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく蛮 
要ずることがありまずのでご了承ください。 
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PM 8003 


PM7003 



のの 


6/の 
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9’ぉ内— 


置|置|置置置|宣宣言冒 S 置置置置画 

置置置置置— I 言冒888 B 置 


置置置置置！！置置置冒置置旨置■口置置 

置置置置置置置置旨冒置置言 一 置置置置 

置置置置置置置宣 一 置画冒冒置冒！一宜 I 


置置誦置置置置置置 I 言呂冒置言置置置 I 

置置置 I 置置 — li I 置冒置置置置置置 

置謹謹謹謹 II 置宣冒昌 II 疆冒置冒 

呈置 I 置置置 I 置置置置口1111置置置置置 


8.药一 


,9’こ 



単位： mm 






















































































■ぉ手入れ 

•セットが汚れた時は柔らかい布でからぶきしてく 
ださい。ミちれがひどい時は食器用洗剤を日〜6倍 
じうずめ、やわ5かい布に浸し、固く紋って汚れ 
をふきとったあと、乾いた布でからふ‘きしてくだ 
さい。 

• アル〕ール、シンナー、ペンジン、殺虫剤など揮発 
性のものが付着すると塗装がはげたり、光沢が失 
われることがありまずか6絶対じご使用(こなら 
ないでください。また、化学ぞうきんでこすった 
り、長時間接触させたままじしておきますと変質 
したり、塗料がはげたりずることがありますので 
ごミま意ください。 


■ステレオ音のエチケット 

薬しい音楽も時と場所によっては気になるもので 
ず。隣近所への配慮(思いやり）を十分にいたしま 
しょう。 

ステレオの音量はあなたのムがけ次第で大きくもか 
さくもなりまず。特に静かな夜間にはルさな音でも 
通りやずいものでず。夜間の音楽観賞【こは特に気 
を配りましょう。窓を閉めたり、ヘッドホンをごイを 
用になるのも一つの方法です。お互い(こ/こ、を配り、 
快い生活環境を守りましょう。 


■ へッドホンのご使用について 

ヘッドホンの音量が大きずぎると、ちを傷めること 
があります。音量が大きくならないようま意してく 
ださい。 


■ 巧証 • ア フターヴー ビスに ついて 

1. この商品には保証書を別途添がしてあります。 
保証書は r 號売店印-保証期間」をご確認の上、販 
売店か6お受け取りいただき、よくお読みの上、 
大切に保存してください。 

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間です。 
お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事 
項に基づき r 無料修理」致します。 

3. 保証期間経過後の修理について。 

修理によって機能が維持できる場合は、お客様の 
ご要望により有料修理致しまず。 

4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造巧切後 
最低8年間保有していまず。 

日.補修用部品!の詳細-ご贈答-ご転居等アフクー 
サービス(こついての不明な点は、お買い上げ販売 
店または弊社営業所-サービスセンクーに遠慮 
なくご相談ください。 

6. 修理を依頼される際には、お手数でずがもう一度 
"西ったときは"をご参照の上よくお調べくださ 
し、それでも直らない時は、おず電源プラグを抜 
いてから、お買い上げ販売店または当社営業所、 
サービスセンターにご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

1) 品名） インテグレー テツ ドアンプ 

2) 品番 PM 7003 / PM 8003 

3) シリアルナンバー(製造番号） 

4) お買い上げ日年月日 

日）故障の状況(できるだけ具体的に） 

6) ご住所 

7) お名前 

8) 電話番号 


その他 


各部の名称基本接続 基本操作 応用接続リモコン操作困ったときは 
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mai^antz 


お客様ご相談センター 


巧 （03) 3719-3481 

ご相談受付時間 

9 : 30 - 12 : 0013 : 00- 17 : 00 
(±日祝日当社休日を除く） 


修理に関しましては添付の 「製品のご相談と修理.サービス窓口のご案内」 をご覧くださし、。 


株式会社マフンツコ ンシュ-マ-マ-ケティング 


当社の最新情報をインターネット上でご覧下さい。 

http://www.marantz.jp 
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